
護
國
の
経
典
と
興
暉
の
意
義

伊

藤

古

鑑

㌔

.

佛
敏

に
於

て
、
護
國

の
経
典
と
云
は
れ
て
居
る
も
の
は
少
な
く
な

い
が
、
そ

の
中
に
於
て
も
、
特
に
有
名
な
も

の

は

「
護
國
の
三
経
」
と
云
は
れ
で
居

る
も

の
で
あ
ら
う
。
帥
ち
護
國

の
三
纏

と
云
ふ
の
は
、
法
華
経
と
金
光
明
糎
と

仁
王
般
若
糎
と
の
三
纒
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
法
華
経

は

一
般

の
人
に
良
く
知
ら
れ
、
護
國

の
纒
典

と
云
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
天
台
宗
、
日
蓮
宗
の
所
依

の
経
典
と
し
て
、
そ
の
敏
義
の
中
心
を
な
し
て
居

る
織

に
於

て
、

特

に
有
名

で
あ
る
や
う
に
思
ふ
。

金
光
明
経
と
仁
王
般
若
経
と
は
、
そ
の
中

に
護
國
晶
と
云

ふ

一
品
が
あ

つ
て
、
特

に
護
國
思
想
が
説
い
て
あ
る
の

で
、
我
が
國
で
は
早
く
か
ら
此
等
の
経
典
を
講
讃
せ
ら
れ

て
居
た
や
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
守
護
國
界
圭
経
と
か
大

乗

理
趣
六
波
羅
蜜
経
と
か
に
は
護
國
の
法
が
読

い
て
あ

る
。
ま
た
眞
言
密
敏
に
は
種
々
な
る
護
國
の
儀
軌
を
傳

へ
、

法
華
経
法
、
仁
王
経

法
、
理
趣
経
法
、
守
護
脛
法
な
ど
が
あ

つ
て
、
護
國

の
法
を
委
し
く
読
い
て
居

る
。
灘
宗

で
も

大
般
若
纏
轄
讃
、
般
若
理
趣
分
置
ハ讃
は
申
す
に
及
ぼ
す
、
大
悲
児
も
、
愈
勝
陀
羅
尼
も
、
清
災
男
も
、
み
ん
な
護
國

護
國
の
輕
典
と
興
縄
の
意
義

(
一
)

73



護
…図
の
純
典
と
観
ハ輝
の
音
臓義

(
二
)

の
脛
典

で
あ
り
、
こ
れ
を
眞
讃
す
る
の
が
護
國
の
法
な
ん
で
あ
ら
う
。
ま
尤
廣

い
意
味

で
云

へ
ば
、
有
ら
ゆ
る
経
典

全
部
が
護

國
の
経
典

で
な

い
も
の
は

一
と
し

て
な

い
と
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
が
、
し
か
し
今
は
、
そ
れ
等
の
こ
と

に

は
、
あ
ま
り
言
及
せ
す

に
、
唯
だ
簡
輩

に
護
國
の
三
維
の
み
に
就

て
述
べ
、
絡
り
に
輝
宗

の
立
場

か
ら
興
灘
護
國

の

意
義
を
少
し
く
附
け

加
へ
た
い
と
思

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

二

先
づ
法
華
輕
八
巷
が
護
國
の
経
典
と
云
は
れ
て
居
る
鮎
か
ら
述

べ
て
見
よ
う
。

法
華
経
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
諸
法

實
相
の
輕
典
で
あ

つ
て
、

一
切
諸
法
は
有
る
べ
く
し
て
有

る
も
の
と
肯
定
し
、
有
る
べ
か
ら
串
し
て
有
る
も
の
は

一

と

し
て
な

い
と
圭
張
す
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
こ
の
世
間
の
治
世
壷
業
も
正
法
で
あ
る
と
云
ひ
、

η
是
の
法
、
法
位

に
住
す
、
世
間
相
常
住
L
と

云

へ
る
が
如
き
経
交
は
、
あ
ま
り

に
も
有
名
な
言
葉

で
あ
る
が
、
し
か
し
今
、
こ
れ
が

護
國
の
経
典
と
し
て
法
華
輕
を
用
ふ
る
の
は
、
寧
ろ
滅
罪
生
善
の
意
味
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
殊

に
此
の
法
華
経

に
於
け
ざ

女
人
成
佛
げ
思
想
が
非
常

に
開
登

せ
ら
れ
、
女
性

の
手

に
依

つ
て
も
,
こ
の
輕
を
大
に
宣
揚
せ
ら
れ
た
や

う
に
思
は
れ
る
。

こ
の
法
華
経

に
於
け
る
滅
罪
生
善

の
輕
文
を
墨
げ
る
な
ら
ば
、
藥
草
喩
品
、
安
樂
行
品
、
藥
王
品
に
、
そ
れ
等
の

こ
と
が
明
か
に
説
か
れ
て
ゐ
る
。

爾
の
時
、
無
歎
千
萬
億
種
の
衆
生
、
佛
所

に
來
至
し
て
法
を
聴
く
。
如
來
、
時

に
是
の
衆
生
の
諸
根
の
利
鈍

と
、
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精
進
解
怠
と
を
観

て
、
其

の
堪
ゆ
る
所

に
随

つ
て
、
爲
め
に
法
を
詮
く
こ
と
種
々
無
量
に
し
て
、
皆
、
敷
喜
し
て

快
く
善
利
を
得
せ
し
む
。
是
の
諸

の
衆
生
、
是
の
法
を
聞
き
已

つ
て
、
現
世
は
安
穏

に
し
て
、
後

に
は
善
慮

に
生

じ
、
蓮
を
以
て
樂
を
受
け
、
亦
、
法
を
聞

く
を
得
、
既
に
法
を
聞
き
巳

つ
て
、
諸
の
障
擬
を
離
れ
、
諸
法
の
中
に

於

て
、
力
の
能
く
す
る
所

に
任

せ
て
、
漸
く
道
に
入
る
を
得
。
'
(
藥
草
喩
品
)

是

の
脛
を
讃
む
者
、
常
に
憂
櫛
な
く
、
叉
病
痛
な
く
、
顔
色
鮮
白

に
し
て
、
貧
窮
卑
賎
醜
随
に
生
ぜ
す
、
衆
生
の

見
る
を
樂
は
ん
こ
と
、
賢
聖
を
慕

ふ
が
如
し
、
天
の
諸

の
童
子
、
以

て
給
使
を

せ
ん
、
刀
杖
も
加

へ
す
、
毒
も
害

す
る
こ
と
能
は
す
、
若
し
人
悪
罵
せ
ば
、
口
則
ち
閉
塞
せ
ん
、
遊
行
す
る
に
畏
れ
な
き
こ
と
師
子
王
の
如
く
、
智

慧
光
明
、
日
の
照
ら
す
が
如
け
ん
。

(
安
樂
行
品
)

此

の
纏
は
則
ち
閻
浮
提
の
人
の
病
藥
た
り
、
若
し
人
、
病
あ

つ
て
是

の
経
を
聞
く
こ
と
を
得
ば
、
病
即
ち
漕
滅
し

て
、
不
老
不
死
な
ら
ん
。

(
藥
王
品
)

ま
た
、
女
人
成
佛
の
思
想
と
云
ふ
の
は
、
提
婆
達
多
品

に
、
娑
端
羅
龍

王
の
女
、
年
始
め
て
八
歳
な
る
も
の
が
、

忽
ち
に
獲

成
男
子
し
て
菩
薩
行
を
具
し
、
南
方
無
垢
世
界
に
、
寳
蓮
華

に
坐

し
て
成
佛
し
、
普
ね
く

哺
切
衆
生
の
爲

に
妙
法
を
演
読
し
た
と
説
い
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
常

に

「
龍
女
成
佛
」

の
経
文
と
云
ひ
、
繹
奪
御

一
代

の
経
典
、

そ
の
歎
多
し
と
錐
も
、
現
世

に
女
人
の
即
身
成
佛
を
説
け
る
こ
と
は
、
蓋
し
此
の
法
華
纏
を
以
て
、
最
も
異
彩
を
放

つ
黙
と
見
て
良
か
ら
う
と
思

ふ
。

こ
の
龍
女
成
佛
に
就
て
は
、
教
義
的
に
研
究
す
れ
ば
、
そ
こ
に
多
種
多
方
面
の
問

'

護
國

の
纏

典
と
興
暉

の
意

義

ハ
三
)
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護
國
の
経
典
と
興
暉
の
意
義

(
鴎
)

題
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
兎

に
角
、
八
歳

の
龍
女
、
女
身

に
し
て
、
し
か
も
畜
類
め
-も

の
が
、
忽
然
と
し
て
無
上
菩

提
を
得
た
と
云

ふ
こ
と
は
、
如
何

に
此
の
経

の
因
圓
果
満

の
妙
理
を
、
如
實

に
顯
は
し
た
も
の
と
見

る
こ
と
が
出
來

る
の
で
あ
ら
う
。

ま

た
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
於
て
も
、
三
十
三
身
十
九

の
説
法
を
示
し
、
特

に
観
音

の
無
縁
の
慈
悲
を
以
て
、
女

入
の
眞
の
姿
な
り
乏
見
、
そ
れ
を
高
調
し
た
女
性
さ

へ
あ

る
。
土
、た
普
門
品

の
中
の
二
求
爾
願
章
の
如
き
は
、
女
性

の
信
仰
か
ら
云

つ
て
、
大
に
光

つ
て
ゐ
る
経
文
匙
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三

蓉
て
、

こ
の
法
華
経
を
日
本
で
第

一
に
講
讃
せ
ら
れ
た

の
は
聖
徳
太
子

で
、
推
古
帝
十
四
年

(
皇
紀

=

一
六
六
)

に
講
讃
し
給
ひ
、
且

つ
そ
の
註
疏
た
る
法
華
纏
義
疏
を
同

二
十

二
年

(
皇
紀

=

一
七
四
)
に
御
製
作
し
始
め
、
そ
の

翌
年

に
至
り
て
完
成
し
給
ひ
、
維
摩
脛
、
勝
鷺
経

の
註
疏
と
共

に
.
聖
徳
太
子
の
三
註
疏
と
し

て
現
存
し
、
大
に
世

の
賞
讃
す

る
と
こ
ろ
と
な

つ
て
居

る
の
で
あ

る
。

弐
に
、
こ
の
聖
徳
太
子
巳
後
、
特

に
有
名
な
こ
と
は
、
聖
武
天
皇

の
天
季
六
年

(
皇
紀

=
二
九
四
)
に
は
、
法
華

脛
は
金
光
明
脛
と
共

に
、
僧
を
度
す
る
と
き
の
試
目

に
用
ひ
ら
れ
、
ま
た
同
じ
く
十

三
年

(
皇
紀

一
四
〇

一
)
に
は

諸
國
'に
國
分
寺
を
置
か
れ
た
こ
と

で
あ

る
。
即

ち
比
丘
寺
を

「
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
]
と
云
ひ
、
比
丘
尼
寺
を

「
法
華

滅
罪
之
寺
」
と
云
ふ
や
う
に
な

つ
た
と
傳

へ
ら
れ
て
居

る
が
、
こ
の
比
丘
尼
寺
を
法
華
滅
罪
之
寺
と
か
、
或
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は
法
華
寺
と
か
云
ふ
の
は
、
女
性

に
法
華
経
を
讃

ま
し
め
、
五
障
等

の
重
罪
を
滅
し
、
二
世

の
安
樂
を
得
せ
し
め
ん

爲
め
の
意

味
で
は
な
か

つ
た
ら
う
か
。

こ
の
國
分
寺
設
置

に
關
し
て
は
、
種
々
に
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
重
要
事
項
も
あ

る
が
、
要
す
る
に
績
日
本
紀
第

十
四
、
聖
武
天
皇

天
卒
十
三
年
三
月

の
條

に
、
國
分
寺
創

立
の
詔
書
を
掲
げ
て
居
る
。
そ
の
中

に
、

宜
し
く
天
下
の
諸
國
を
し
て
各
敬

で
七
重

の
塔
二

琶
を
造

り
、
並
に
金
光
明
最
勝
王
経
、
妙
法
蓮
華
纒
各
十
部
を

爲
さ
し
む

べ
し
。
険

叉
別
に
擬

し
て
金
字

の
金
光
明
最
勝
王
経
を
爲
し
て
、
塔
毎
に
各

一
部
を
置
か
し
む
。
翼

ふ

所
は
聖
法
の
盛

な
る
こ
と
、
天
地
と
與
に
永

く
流

へ
、
擁
護

の
恩
は
幽
明
に
被
り
て
、
恒
に
満
た
ん
こ
と
を
。

と
仰

せ
ら
れ
て
居
る
。
帥
ち
金
光
明
最
勝
王
脛

の
御
徳

に
由

つ
て
、
護
國
の
四
天
王
、
及
び
其

の
春
属

の
守
護
を
蒙

り
、
以
て
怨
敵
を
降
伏
し
、
諸

の
災
鍵
を
穰
ひ
、
疾
疫
を
除
滅
し
て
、
國
土
を
安
穏
な
ら
し
め
ん
と
の
爲
と
拝
察
す

る
こ
と
が
出
來
る
。
ま
た
法
華
経
の
功
徳

に
由

つ
て
、
女
人

の
五
障
等
を
滅
し
、
以

て
二
世
の
安
樂
を
獲

せ
し
め
ん

と

の
意
味
で
、
特

に
光
明
皇
后
の
お
勧
め
に
よ

っ
た
も
の
と
も
傳

へ
ら
れ
て
居
る
。

か
く

の
如
く
國
分
寺
建
立
に
依

つ
て
、
金
光
明
脛
と
法
華
経
と
は
盛
ん
に
講
讃
せ
ら
る

、
に
至

つ
た
の
で
あ
る
が

も
と
よ
り
、
そ
れ
以
前

に
於
て
も
、

こ
の
二
経
は
講
讃

せ
ら
れ
、
ま
た
仁
王
般
若
経
も
講
讃

せ
ら
れ
て
ゐ
た
や
う

で

あ

る
。
即
ち
齊
明

天
皇

の
六
年
五
月

(
皇
紀

二
二
二
〇
)

に
は
仁
王
般
若
會
を
設
け
ら
れ
、
天
武
天
皇

の
自
鳳

四
年

十

一
月

(
皇
紀

一
三
三
六
)
に
は
使
を
四
方

に
遣
は
し
て
、
仁
王
般
若
纏
と
金
光
明
経
と
を
講
ぜ
し
め
給
ひ
、
伺
じ

護
國
の
紹
典
と
興
輝
の
意
義

(
五
)
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護
國
の
経
典
と
興
瞠
の
意
義

(
六
)

く
自
鳳
八
年

(
皇
紀

'
三
四
〇
)
に
は
金
光
明
経
を
宮
中
及
び
諸
寺
に
講
ぜ
し
め
給
ひ
、
持
統

天
皇

の
朱
鳥
七
年

(

皇
紀

=
二
四
六
)
に
は
仁
王
般
若
経
と
金
光
明
纒
と
を
講

ぜ
し
め
給
ひ

て
恒
例
と
な
し
、
そ
の
翌
年
五
月
に
は
金
光

明
経

一
百
部
を
諸
國

に
頒

ち
與

へ
、
そ
れ
か
ら
巳
後
も
、

こ
の
仁
王
般
若
脛
と
金
光
明
経

と
の
講
讃
、
寓
経
頒
布
と

云

つ
た
や
う
な

こ
と
が
非
常

に
盛

ん
に
行
は
れ
、
終
に
聖
武
天
皇

の
時
代

に
な

つ
て
國
分
寺
建
立
と

云
ふ
こ
と

に
な

り
、
こ

、
に
鎮
護
國
家

の
爲
め
に
、
講
経
、
爲
脛
、
奉
薦
と
云
ふ
や
う
な
こ
と

に
な

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。

四

衣
に
、
こ
の
金
光
明
脛
は
、
仁
王
般
若
経
と
同
じ
や
う

に
護
國
品
の

一
品
が
特

に
あ

つ
て
、
そ
の
と
こ
ろ
に
護
國

思
想
が
読
か
れ
て
居
る
。
仁
王
般
若
経
は
嘗

て
此
の
誌
上
で
述

べ
た
こ
と
が
あ

る
か
ら
略
し
て
、
こ

㌧
に
金
光
明
経

の
み
に
就
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
金
光
明
経

に
は
、
五
回
の
全
鐸
と
五
回

の
部
分
繹
と
が
あ
る
と
云
ふ
け
れ
ど
も

一
般

に
行
は
れ
て
居

る
の
は
、
最
も
古
い
北
涼
の
曇
無
識

三
藏
翻
鐸
の
金
光
明
経

四
審
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
天
台
大

師
、
嘉
鮮
大
師

の
有
名
な
註
繹
が
あ
り
.
天
台
五
小
部

の
随

一
た
る
金
光
明
玄
義
、
金
光
明
輕
疏
が
あ

つ
て
、
こ
れ

等

の
研
究
は
、
趙
宋
時
代

に
、
山
家
山
外

の
論
争

の
中
心
に
も
な

つ
て
盛
ん
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
行
軌
と

し
て
は
、
天
台
大
師

の
金
光
明
幟
法
が
あ

り
、
四
明
大
師

、
遵
式
法
師
及
び
傳
敷
大
師

に
も
金
光
明
講
式
が
あ
る
。

ま
た
金
光
明
経

の
最
後

の
翻
繹
と
云
は
れ
て
居
る
唐
の
義
澤

三
藏

の
金
光
明
最
勝
王
経
十
巻
が
あ

つ
て
、
こ
の
纒

は
非
常

に
完
備
し
た
も
の
と
云
は
れ
、
日
本
に
於
て
は
特

に
最
勝
王
経
と
云
ひ
、
大
に
講
讃
せ
ら
れ
、
弘
法
大
師

に
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は
開
題

一
巻
め
り
、
常
騰
法
師
、
願
騰
法
師

に
も
各
十
巻
づ

、
の
末
繹
が
あ
喝
。

こ
の
経

に
読
か
れ
て
居

る
護
國
思
想
は
、

こ
の
経
第

二
巻

に
四
天
王
品
が
あ
り
、
義
浄
謬
で
は
四
天
王
護
國
品
と

云
ひ
、
護
世
護
國
の
王
た
る
四
天
王
が
繹
尊

に
誓

ふ
て
、
こ
の
経
を
受
持
す
る
も
の
に
は
、
そ
れ
等
を
護
念
し
恭
敬

す
る
と
云
ひ
、
人
天
の
王
た
る
べ
き
も

の
は
、
こ
の
纒
を
受
持
し
て
、
國
利
民
幅
を
計
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
云

ふ
こ
と

が
読
い
て
あ

る
。
今
、
そ
の
糎
文
の

一
節
を
墨
げ

る
な
ら
ば
、

世
尊
、
是
の
金
光
明
微
妙
の
経
典
は
衆
経
の
王
に
し
て
、
諸
佛
世
奪

の
護
念
し
た
ま

ふ
所
な
り
。
菩
薩
深
妙
の
功

徳
を
荘
嚴
し
、
常

に
諸
天
の
爲
め
に
恭
敬

せ
ら
れ
、
能
く
天
王
を
し
て
心
に
敷
喜
を
生
ぜ
し
む
。
亦
た
護
世
の
爲

め
に
讃
歎
せ
ら

る
。
此
の
経

は
能
く
諸
天
の
宮
殿
を
照
ら
し
,
是

の
経
は
能
く
衆
生
の
快
樂
を
與
ふ
。
是

の
経
は

能
く
地
獄
餓
鬼
畜
生

の
諸
河
を
し
て
焦
乾
枯
端

せ
し
む
。
是
の
経
は
能
く

一
切
の
怖
畏
を
除

く
、
是

の
経
は
能
く

他
方

の
怨
賊
を
滅
す
。
是

の
経
は
能

く
穀
貴
饅
鰹
を
除

く
、
是

の
脛
は
能
く

一
切

の
疫
病
を
愈
す
。
是
の
脛
は
能

く
悪
星
憂
異
を
滅
す
。
是

の
経

は
能

く

一
切
の
憂
櫛
を
除

く
。

"

と
云
び
、
こ
の
金
光
明
微
妙

の
纏
典
を
聴
受
し
、
敷
喜
し
、
供
養
恭
敬
、
奪
重
讃
歎
す
る
や
う
に
説
か
れ
て
居
る
。

然
ら
ば
、
こ
の
金
光
明
微
妙

の
輕
典
と
は
何
ぞ
や
と
云
ふ
に
、
天
台
大
師
は
、

法
性
眞
如
の
理
の
諸
佛

の
師

と
し
て
最
も
奪
貴
な

る
を
金
と
云
ひ
、
こ
の
理

一
切
の
も
の
を
照
し
て
昧
き
所
な
き

　

を

光
と

云

ひ
、

こ

の
理
総

べ
て

の
物

に
鷹

じ

て
、
遍

く
利

盆

す
る
を

明
と

云

へ
る
も

の
な

り
。

護
國
の
輕
血
ハと
麗
盆脾
の
音
心義

(七
〉
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護
國
の
経
血
ハと
興
暉
の
意
義

(
八
)

と
云
ひ
、
法
性
眞
如
の
徳
を
三
方
面
か
ら
見

て
、
金
と
光
と
明
と
の
三
字
を
経
名
と
し
た
と
読
き
、
更

に
天
台

の
立

場
か
ら
、
ご

、
に
三
身
、
三
徳
、
三
佛
性
等
の
喩
顯
な
り
と
見
、
委
し
く
法
性
眞
如

の
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
居

る
が
、

要
す
る
に
佛
陀

の
禮
験
し
給

ふ
法
性
翼
如
の
正
法
を
金
光
明
微
妙
の
糎
典
と
云

ふ
た
も

の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
経

文

に
も
、

世
奪
、
我
等
四
王
、
能
く
正
法
を
読
き
、

正
法
を
修
行
し
、
世

の
法
王
と
爲

つ
て
、
法
を
以

て
世
を
治
め
ん
。

と
云
ひ
、
こ
の
金
光
明
纏
の
正
論
品
に
は
王
法
の
正
論
を
説
い
て
、
治
國
の
要
道
を
示
し
、
そ
の
實
例
と
し
て
善
集

晶
に
は
、
正
法
護
持
者
を
墨
げ

て
居

る
や
う

で
あ

る
が
、
こ
れ
は
嘗
て
私
が
仁
王
般
若
纏
の
研
究

に
も
説
い
た
如
く

仁

王
が
護
國
、
護
國
は
般
若
に
依
る
と
云

つ
た
や
う
に
、
こ
の
金
光
明
脛

で
は
、
法
性
眞
如
の
正
法
を
受
持
し
讃
諦

し
、
如
説
修
行
す
る
と
き

に
は
佛
菩
薩
を
始
め
諸
天
善
神

の
擁
護
を
受
け
、
必
ら
で
自
他

一
切
が
金
光
明
生
活
に
入

り
、
國
家
安
穏
.
天
下
泰
軍
で
あ
る
と
示
し
た
の
で
あ

る
。

五

そ
こ
で
、
我
が
佛
敏

に
於
け
る
護
國
思
想
を
要
約
し
て
見

る
と
一

「
正
法
の
存
す

る
と

こ
ろ
、
國
家
は
安
穏
に
治

ま
り
、
永
遠
に
榮

ゆ
べ
し
」
と
云

つ
た
や
う
な
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
正
法
が
其

の
経
典
に
依

つ
て
名
を
異

に
し
、

或
は
般
若
と
云
ひ
、
或
は
金
光
明
と

云
ひ
、
或
は
眞
如
と
か
實
相
と
か
云
ふ
て
居

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
眞
實

の
髄

に

至
つ
て
は
伺
じ
も

の
で
あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
9
然
ら
ば
、
そ
の
正
法
の
髄
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
と
云
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＼

●

ふ
に
、
決
し
て
正
法
と
云
は
る
べ
き
固
定
し
た
膿
が
あ

る
の
で
は
な
く
、

こ
～
の
と
こ
ろ
を
特

に
明
瞭

に
墨
揚
し
て

居

る
の
は
輝
宗
の
本
領
で
あ

つ
て
、
興
繹
護
國
の
要
諦
も
、
こ
の
正
法
の
實
膿
を
髄
得
す
る
に
外
な

ら
ぬ
も
の
と
思

ふ
。
帥
ち
榮
西
輝
師

の
興
灘
護
國
論

に
も
、

。

.

問
ふ
て
曰
く
、
或
る
人
…難
じ
て
云
く
、
何
故
ぞ
暉
宗
猫
り
鎭
護
國
家

の
法
た
る
や
。
答

へ
て
曰
く
、
四
十
二
章
経

に
云
く
、
爾

の
時
世
曾
、
既

に
成
道
し
已

つ
て
是

の
思
惟
を
作
し
給

ふ
。
離
欲
寂
静
是
れ
を
最
も
勝
れ
た
り
と
爲

し
、
大
灘
定
に
住
し
て
諸

の
魔
道
を
降
し
、
法
輪
を
轄
じ
て
衆
生
を
度
す
と
。
遺
敏
経
に
云
く
、
此
の
戒
に
依
因

す
れ
ば
、
諸
の
灘
定
及
び
滅
苦
の
智
慧
を
生
す
る
こ
と
を
得
と
。
是
に
知
ん

ぬ
、
麗
力

に
非
ず
ん
ば

一
切
の
悪
破

し
難

き
こ
と
を
、
勿

つ
て
此
の
宗
を
以
て
鎭
護

の
大
要
と
爲
る
の
み
。

と
云
は
れ
て
居

る
が
、
こ
の
藤
力
と
云

ふ
こ
と
が
鎮
護
國
家
の
力
と
な
る
も
の
で
、

こ
れ
を
國
王
も
國
民
も
實
際

に

我
が
身

に
膣
得
し
て
こ
そ
、
正
法
は
有
り
、
正
論

は
行
は
れ
、
善

く
國
土
は
治
ま
り
、
國
家
を
鎭
護
す

る
こ
と
が
出

來
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
灘

力
と
は
如
何
な
る
も

の
か
と
云
ふ
に
、
こ
れ
も
決
し

て
、
灘

力
と
云
ふ

一
法
が
別

に
存
在

す
る
と
云
ふ
の
で
は
な
く
、
一
言

に
し
て
云

へ
ば
無
我

の
力
、
自
己
を
塞
し
う
す
る
力

で
あ

つ
て
、

四
十
二
章
糎
に
は
、
無
念
無
住
無
修
無
讃
と
云
ふ
て
居
る
が
、

こ
の
無
念
無
住

の
も
の
＼
磯
得

せ
る
不
可
思
議
自
在

の
暉
定
力
で
あ
る
。
仁
王
般
若
経

に
は
、
こ
の
力
を
法
眼
塞
と
か
、
虚
塞
等
定
と
か
、

三
塞
門
定
と
か
云
ふ
て
居

る

が
、

こ
の
虚
塞
に
等
し
き
定
力
、
眼
中
更

に
何
物
も
な
き
大
灘
定
が
、
こ

～
に
云
ふ
正
法
の
實
膿
で
あ
り
、
正
論

の

護
國
の
輕
典
と
興
…騨
の
意
義

(九
)
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護
國
の
経
典
と
興
麗
の
意
義

(
一
〇
)

根
幹

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
故

に
仁

王
般

若
経
に
も
観
室
品
あ
り
、
金
光
明
経
に
も
同
じ
く
般
若
の
塞
思
想
に
依

つ
て

全
経
が
読
か
れ
、

ま
た
塞
品
の

一
品
さ

へ
加

へ
ら
れ
て
居

る
が
、
こ
の
無
我
無
心
、
無
住
無
念
、
自
己
を
塞
し
う
し

て
國
家
を
鎮
護
す
る
と

云
ふ
大
精
肺

に
生
き
て
こ
そ
、
量
ハ實
の
輝
定
力
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
必
ら
す
正
法
は
宣
布
せ

ら
れ
、
灘
は
大

に
興
隆
さ
れ
て
居

る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
の
無
我
無
心
、
無
住
無
念
、
自
己
を
塞
し
う
す

る
と
云
ふ
こ
と
は
、
常

に
灘
宗
の
祀
師

に
依

つ
て
高
唱

せ
ら
れ
、

宗
旨
の
根
抵
も
自
己
を
室
し
う
す
る
に
あ
る
の
で
、
達
磨
大
師

の

「
廓
然
無
聖
」
と
云
ひ
、
六
祀
大
師

の

「
本
來
無

一
物
」
と
云
ひ
、
黄
葉
職
師

の

「
無
心
是
道
」
と
云
ひ
、
ま
た
臨
濟
大
師

の

「
無
依

の
道
人
」

と
云
ひ
、
み
な
同
じ

く
無
我
無

心
、
無
住
無
念

の
本
膿
を
指
示
せ
ら
れ
た
も
の
と
云

ふ
こ
と
が
出
來
や
う
。

六

し
か
し
、
我
が
灘
宗

に
云
ふ
無
我
無
心
と
云
ふ
こ
と
は
、
素
よ
り
死
友

に
等
し
き
無
我
無
心
と
云
ふ
意
味

で
は
な

く
、
そ
こ
に
本
來

の
立
場
た
る
有
我
有
心
が
顯
は
れ
、
物
に
鷹
じ
、
機

に
鯛
れ
て
自
由
自
在

に
、
そ
の
全
膿
が
躍
動

す
る
の
で
、
臨
濟
大
師

も
、

「
無
形
無
相
、
無
根
無
本
、
無
住
慮

に
し
て
活
淡
淡
地
な
り
」
と
獅
子
吼

せ
ら
れ
て
居

る
が
、
こ
の
無
住
腱
の
根
本
を
掴
ん
で
始
め
て
、
國
家

に
御
奉
公
せ
ば
、
必
ら
事
蓋
忠
報
國
の
大
精
紳

に
契

ふ
こ
と

が
出
來
る
も
の
と
信
す
る
の
で
毎

る
。

而
し
て
此
庭
に
盤
忠
報
國
に
就
て
、
そ
の
忠

に
封
す
る
心
構

へ
を
近
代
の
自

隠
麗
師
な
ど

の
亘
匠
の
言
葉
か
ら
引
用
し
て
見
や
う
。
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思
と

云
ふ
字
を
能

く
見
れ
ば
い
外

へ
ち
ら
さ
ぬ
此
の
か
、
五
尺
餓
の
か
ら
だ
は
持
て
ど
、
圭
心
な
け
れ
ば
小
童
ぢ

や
、
武
藝
武
術
も
第

二
の
沙
汰
よ
、
兎
角
圭
心
が
圭
ぢ
や
も
の
、
圭

心
な
け
れ
ば
明
屋
も
同
じ
。

(
自
隠
醐
師

、

粉
引
歌
)

忠
を
蓋
す
と
云
ふ
は
、
先
づ
我
心
を
正
し
く
、
身
を
治

め
、
毛
頭
君
に
二
心
な

く
、
人
を
恨
み
餐
め
す
、
日
々
に

出
仕
怠
ら
す
1

兵
術
の
心
正
し
け
れ
ば
、

一
心
の
働
自
在

に
し

て
、
藪
千

の
敵
を
も

一
創
に
随
ゆ
る
が
如
し
、

こ

れ
大
忠

に
あ

ら
す

や
。

(
澤
庵
灘

師

、

不
動

智

憩
妙

鎌

)

親

の
う

み
付
ざ

る
身

の
ひ

い
き
な

る
心

を
も

た

ぬ
や
う

に
、
嗜

ま

つ
し

や
れ

、
奉

公

つ
と
め

ら

る

＼
衆

は
、
男
女

と
も

圭

人

へ

一
身

を

な
げ

て
勤

め
ら

れ

、
我
身

に
少

し

も
贔
屓

な

く
、

奉
公
致

さ

る

～
が

、

第

一
の

つ
と

め

で
御

座

る
、

別

し
て
圭
君

へ
忠

を

つ
く
し

ま

す

る
が

、
則

親

へ
の
孝

で
御

座

る
1

親

の
我
を

産

み
た
る

と
き
は

、

此

身

に
ひ

い
き
す

る
心
は
少
し
も
な

い
物
で
御
ざ
る
が
、
成
人

い
た
し
あ
し
く
そ
だ
ち

て
、
此
ひ
い
き
と
い
ふ
物
が

出
來
た
も
の
で
御
ざ
る
、
共
お
こ
ら

ぬ
所
が
則
不
生

で
御
ざ
ら

ぬ
か
、
其
不
生
と
申
が
、
佛

心
で
御
座

る
。

(
正

眼
國
師
、
假
名
法
語
)

以
上
に
於
け
る
圭

心
と
か
、
不
生
の
佛

心
と
か
、
或
は
澤
落
輝
師

の
言
は
る

～
不
動
智
と
か
は
、

み
な
共
に
我
が

藤
宗
に
云
ふ
無
我
無
心
の
當
膿
「で
あ

つ
て
、
物

に
鷹
じ
、
機

に
鯛
れ

て
殺
活
自
在

に
顯
は
る
、
発
機
現
で
あ
り
、
全

現
成
で
あ
る
。
常

に
我
が
暉
宗

で
は
否
定

の
言
句
を
多
く
使
用
し
て
、
無

心
と
か
無
念
と
か
廓
然
無
聖
と
か
、

一
無

曲護
附図
の
総
血
ハと
興
輝
の
嵩愚
義

(
一
一
)
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謹
國
の
経
典
と
興
輝
の
窟
義

(
一
二
)

位

の
眞
人

と

か
嚢

ふ
け

れ
ど

も
、

そ

こ
に
大

に
有

心

で
あ

り

有

聖

で

あ

り

、

一
有
位

の
眞

人
あ

る

こ
と
を

道
取

し

て

、
そ

れ
が
眞

個

に
、
活

き

く

と

し

て
躍
動

し

て

ゐ
る
と

云

ふ
こ
と

を
忘

れ

て
は
な

ら

ぬ
。
機

に
臨

ん

で
、
全
禮

が
作
用
す

る
か
ら
、
そ
こ
に
眞

の
滅
私
奉

公
が
出
來
る
の
で
、
こ
れ
偏

へ
に
縄
力

の
致
す
と
こ
ろ
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。尚

ほ
暉
宗
に
用
ゆ

る
経
典
と
し
て
、
特

に
金
剛
般
若
経
の
如
き
が
、

日
本
に
於
て
も
鎮
護
國
家
の
所
疇

の
纏
典
と

し

て
用
ひ
ら
れ
た
事
實
、
及
び
所
薦

に
封

す
る
我
が
宗
の
考

へ
な
ど
述
べ
た
き
も
、
今
は
絵
り
に
長
文
と
な
り
し
ゆ

へ
、
こ

、
に
略
す
。

W

人

と
生

れ
た

ら
む

思
ひ
出

に
、
義

を

お
も

く
し

て

一
命

を

か
ろ

ん
じ
、

己

れ

に
は
な

れ

て
、

ま

こ
と

の
道

に
入

る

べ
し
、

(
中
暑

)
か

へ
す

く

あ

や
ま

る
事

な
く

、
萬

事
を

放

下
し

て

忠
孝

の
み
ち

に
入

る

べ
し
。

(
中
暑

)

十

二
時
中

つ
と

め

て
己

れ

に
は
な

れ
、
ま

こ

と

の
道

に
入

る
べ
し
。

ま

こ
と

は

さ
ら

に
邪
な

し
、

ま

こ
と

の
人

は
唯

だ
無

事

の
入
な

り
。

(
盲

安

杖

)

ρ

一
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